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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年6月11日(2015.6.11)

【公表番号】特表2015-511980(P2015-511980A)
【公表日】平成27年4月23日(2015.4.23)
【年通号数】公開・登録公報2015-027
【出願番号】特願2014-559950(P2014-559950)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ 183/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  183/04     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    7/12     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    5/32     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年4月15日(2015.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤外輻射吸収コーティングを作るための方法であって、
　ＩＴＯと第１のコーティング基剤とを含むＩＴＯコーティング混合物を作ることを含み
、
　　前記第１のコーティング基剤は、式ＲｎＳｉ（ＯＨ）４－ｎのシラノールの部分縮合
物（式中、ｎは１又は２に等しく、ＲはＣ１－３アルキルラジカル、ビニルラジカル、３
，３，３‐トリフルオロプロピルラジカル、γ‐グリシドキシプロピルラジカル、及びγ
‐メタクリルオキシプロピルラジカルから選択される）を含み、前記ＩＴＯコーティング
混合物はコロイダルシリカを含まず、
　コロイダルシリカと第２のコーティング基剤とを含むコロイダルシリカコーティング混
合物を作ることを含み、
　　前記第２のコーティング基剤は、式ＲｎＳｉ（ＯＨ）４－ｎのシラノールの部分縮合
物（式中、ｎは１又は２に等しく、Ｒは１～３個の炭素原子のアルキルラジカル、ビニル
ラジカル、３，３，３‐トリフルオロプロピルラジカル、γ‐グリシドキシプロピルラジ
カル、及びγ‐メタクリルオキシプロピルラジカルから選択される）を含み、
　前記ＩＴＯコーティング混合物と前記コロイダルシリカコーティング混合物とを混合し
て、組み合わされた混合物を作ることを含み、
　　前記組み合わされた混合物は、撹拌無しの２週間の後にも裸眼にとって可視の沈殿物
を含まない、
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記ＩＴＯコーティング混合物を作ることが、前記ＩＴＯコーティング混合物をエージ
ングすることをさらに含むことを特徴とする、方法。
【請求項３】
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　請求項１又は２に記載の方法であって、
　ポリマー系分散剤が、前記ＩＴＯコーティング混合物、コロイダルシリカコーティング
混合物、又は組み合わされた混合物に添加されないことを特徴とする、方法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記組み合わされた混合物が特定の量のポリマー系分散剤を含んでおり、前記ＩＴＯが
仮に前記コロイダルシリカコーティング混合物とそのまま混合されて、前記組み合わされ
た混合物と同量のポリマー系分散剤を有する標本混合物を作った場合には、可視の沈殿が
前記標本混合物中において撹拌無しの１週間以内に起こる、ことを特徴とする方法。
【請求項５】
　シリコーンコーティング組成物であって、
　　式ＲｎＳｉ（ＯＨ）４－ｎのシラノールの部分縮合物を含むコーティング基剤（式中
、ｎは１又は２に等しく、ＲはＣ１－３アルキルラジカル、ビニルラジカル、３，３，３
‐トリフルオロプロピルラジカル、γ‐グリシドキシプロピルラジカル、及びγ‐メタク
リルオキシプロピルラジカルから選択される）を含み、
　　コロイダルシリカを含み、
　　動的光散乱法で測定された場合に６０ｎｍ以下の平均粒径を有するＩＴＯを含む、
　ことを特徴とする組成物。
【請求項６】
　シリコーンコーティング組成物であって、
　　式ＲｎＳｉ（ＯＨ）４－ｎのシラノールの部分縮合物を含むコーティング基剤（式中
、ｎは１又は２に等しく、ＲはＣ１－３アルキルラジカル、ビニルラジカル、３，３，３
‐トリフルオロプロピルラジカル、γ‐グリシドキシプロピルラジカル、及びγ‐メタク
リルオキシプロピルラジカルから選択される）を含み、
　　動的光散乱法で測定された場合に６０ｎｍ以下の平均粒径を有するＩＴＯを含み、
　　前記シリコーンコーティング組成物がコロイダルシリカを含まず、
　　前記コーティング組成物が、１質量部のＩＴＯに対して０．０５質量部以下のポリマ
ー系分散剤を含む、
　ことを特徴とする、組成物。
【請求項７】
　請求項５～６のいずれか１項に記載のシリコーンコーティング組成物であって、
　前記コーティング組成物が０質量部のポリマー系分散剤を含むことを特徴とする、組成
物。
【請求項８】
　請求項５～７のいずれか１項に記載のシリコーンコーティング組成物であって、
　ＩＴＯ粒子の９０％以上が６１ｎｍ未満の直径を有することを特徴とする、組成物。
【請求項９】
　請求項５～８のいずれか１項に記載のシリコーンコーティング組成物であって、
　酢酸テトラ‐ｎ‐ブチルアンモニウム（ＴＢＡＡ）、ギ酸テトラ‐ｎ‐ブチルアンモニ
ウム、安息香酸テトラ‐ｎ‐ブチルアンモニウム、２‐エチルヘキサン酸テトラ‐ｎ‐ブ
チルアンモニウム、ｐ‐エチル安息香酸テトラ‐ｎ‐ブチルアンモニウム、プロピオン酸
テトラ‐ｎ‐ブチルアンモニウム、及び前記の少なくとも１つを含む組み合わせ、から選
択される硬化触媒をさらに含むことを特徴とする、組成物。
【請求項１０】
　コーティングされた窓板であって、
　　プラスチック基板を含み、
　　基板上の硬化したシリコーンコーティングを含み、
　　前記硬化したシリコーンコーティングが、請求項５～９のいずれか１項に記載のシリ
コーンコーティング組成物からなり、
　　前記コーティングされた窓板が、ＡＳＴＭ‐Ｄ１００３‐１１のＡ法に従ってＣＩＥ
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標準イルミナントＣを用いて測定された場合に３％以下のヘイズを有する、
　ことを特徴とする窓板。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のコーティングされた窓板であって、
　プラスチック基板の両面にＵＶ防御コーティングをさらに含む、或いはＵＶ防御コーテ
ィングをプラスチック基板の片面に、ＩＲコーティングをプラスチック基板の反対側の面
にさらに含むことを特徴とする、窓板。
【請求項１２】
　コーティングされた窓板であって、
　　プラスチック基板を含み、
　　硬化したシリコーンコーティングを前記基板上に含み、
　　前記硬化したシリコーンコーティングが、
　　　式ＲｎＳｉ（ＯＨ）４－ｎのシラノールの部分縮合物を含むコーティング基剤（式
中、ｎは１又は２に等しく、Ｒは１～３個の炭素原子のアルキルラジカル、ビニルラジカ
ル、３，３，３‐トリフルオロプロピルラジカル、γ‐グリシドキシプロピルラジカル、
及びγ‐メタクリルオキシプロピルラジカルから選択される）と、
　コロイダルシリカと、
　動的光散乱法で測定された場合に６０ｎｍ以下の平均粒径を有するＩＴＯと、
　任意選択で、ＵＶ吸収剤、界面活性剤、可塑剤、ＩＲ吸収剤、硬化触媒、着色剤、帯電
防止剤、抗菌剤、流動性調整剤、抗酸化剤、分散剤、相容化剤、及び前記添加剤の少なく
とも１つを含む組み合わせ、からなる群から選択される添加剤と、
　　から本質的になる組成物からなり、
　　前記コーティングされた窓板は、ＡＳＴＭ‐Ｄ１００３‐１１のＡ法に従ってＣＩＥ
標準イルミナントＣを用いて測定された場合に３％以下のヘイズを有する、
　ことを特徴とする窓板。
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